
国立医薬品食品衛生研究所報告への投稿について

投　　稿　　規　　定

１．投 稿 資 格：国立医薬品食品衛生研究所で行った研究業務とする．

２．種　　　類：原稿は，特論，総説，研究論文，ノート，資料，ステートメントとする．そのほか業務報告，誌上発

　　　　　　　　表，単行本，行政報告，学会発表，レギュラトリーサイエンス関連会議報告などを収載する．その他、

　　　　　　　　必要に応じて編集委員会で認められたもの．　　　

　　　特　　論：国立医薬品食品衛生研究所の研究業務に関連する主題について，ある特定の視点から系統的に整理・

　　　　　　　　論述したもので，編集委員会が執筆を依頼する．

　　　総　　説：数年以上にわたって行われた著者自身の研究や調査を中心にして，特定の主題について包括的・系統

　　　　　　　　的に総括したもので，投稿により受理する．

　　　研究論文：新見地を含むか，あるいは独創的な内容の研究成果をまとめたもので，投稿により受理する．

　　　ノ ー ト：研究に関する資料：試験，製造又は調査などで，記録しておく必要のあるもので，投稿により受理する．

　　　研究に関する資料：試験，製造又は調査などで，記録しておく必要のあるもので，投稿により受理する．

　　　標準品に関する資料：標準品に関する試験，製造又は調査などで，記録しておく必要のあるもので，投稿により

　　　　　　　　受理する．

　　　ステートメント：レギュラトリー関連学会などで発表した内容の報告で，投稿により受理する．

　　　業務報告：所長，各部長（支所も含む）及び各薬用植物栽培試験場の長が過去１年間（前年度）の業務成績，研

　　　　　　　　究業績をまとめた報告．

　　　誌上発表：国立医薬品食品衛生研究所報告以外の専門誌に発表したものの報告．

　　　単 行 本：単独又は共同で執筆し，刊行されたものの報告．

　　　行政報告：行政の依頼により実施し，報告書を提出したものの報告．

　　　学会発表：学会で講演したりポスター発表したものの報告．

　　　レギュラトリーサイエンス関連会議報告：レギュラトリー関連会議内容の報告．

３．用紙及び枚数の制限：原則としてＡ４用紙（ダブルスペースで日本語；２６字×２４行　英語；５５字程度×２４

行）を用いる．原稿の長さは表，図，写真を含め刷り上がりページ数で下記の規定に従う（日本語及

び英語の本文は、刷り上り１ページはＡ４用紙約４枚に相当する．また，表，図，写真は，約２枚が

刷り上り１ページに相当する）

　　　特　　論：原稿を依頼するとき別に定める．

　　　総　　説：刷り上がり１５ページ以内．

　　　研究論文：刷り上がり８ページ以内．

　　　ノート及び資料：刷り上がり５ページ以内．

　　　ステートメント：刷り上がり２ページ以内．

　　　業務報告：各部及び各薬用植物栽培試験場について刷り上がり２ページ以内．

　　　誌上発表：一題目についてダブルスペースで，日本語；２６字×２４行以内，英語；５５字程度×２４行以内．

　　　　　　　　これを目安とする．

４．原稿の提出：原稿はワードプロセッサで作成する．特論，総説，研究論文，ノート，資料，ステートメントでは，

表紙（第１頁とする），英文要旨及びキーワード，本文，文献，図の表題と説明，表の表題と説明，

図，表，英文要旨の和訳（参考）の順に通し頁番号を付け，左上をひもなどで綴じて提出する．表紙

には，論文タイトル，所属，著者名に加えて，右上部に該当する分類（特論，総説，研究論文，ノー

ト，研究に関する資料，標準品　に関する資料，ステートメントなど）を，また右上部に総頁数及び

図表のそれぞれの枚数を記入する．

　　　　　　　　　提出部数は，総説，研究論文については３部（オリジナル原稿１部及びコピー２部），また，ノー

ト，資料については２部（オリジナル原稿１部及びコピー１部）とする．特論，業務報告などの報告

類については，オリジナル原稿１部とする．

　　　　　　　　　また，原稿とは別に，原稿の内容（表紙，英文要旨，本文，文献，図の表題と説明，表の表題と説

明など）の入ったフロッピーを添付する．フロッピーのフォーマットなどについては，その年度の
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「原稿募集について」に従う．

　　　　　　　　　原稿とフロッピーには所長宛の報告書を添えて，定められた原稿締め切り期日までに編集委員（図

書係）宛に提出する．

５．原稿の審査：原稿の採否及び分類は，編集委員会が選んだ審査員（総説，研究論文については２名，ノート，研究

に関する資料，標準品に関する資料については１名）の意見に基づき編集委員会が決定する．また，

必要ならば字句や表現の訂正，図表の書き直しなどを求める．

６．著　作　権：本誌に掲載された論文等の著作権は、当研究所に帰属するものとする．

執　　筆　　規　　定

１．文体，用語：常用漢字を用い，現代かなづかい，新おくりがなの，口語文とし，簡潔で理解しやすい表現にする．

全文を英語で書いてもよい．ただし、英文表現が不明瞭な場合には受理しないこともある．

　　　　　　　　　原稿の語句の統一をはかるため，おくりがな，かなで書くもの，文字の書き換え並びに述語などに

ついては，原則として文部省用字用語例及び文部省公用文送りがな用例集に従う．［参考：国立医薬

品食品衛生研究所報告記載の手引き（用語例）］

　　　　　　　　　なお，学術用語については文部省学術用語集（化学編，植物学編，動物学編，数学編及び物理学編

など）に従うことを原則とし，用語集にないものについては学会の慣例に従う．

２．物質名，化学名：文中では物質はその名称を漢字,カタカナあるいは英語（アルファベット）で記し，化学式は用

　　　　　　　　いない．例えば塩酸と書き，HClとしない．英語で書く場合，文中では原則として小文字で始める．

３．単位，記号，略号，略記：単位は原則として国際単位系（SI）を用いる．

　　　　　　　［参考：国立医薬品食品衛生研究所報告記載の手引き（単位，記号，略号)］数字と単位記号の間は，

必ず半角１文字あける．

　　　　　　　　また，物質名あるいは分析法などを略記するときは，和文，英文とも最初は正式な名称とともに示す．

例えば，イソニコチン酸（INA），示差熱分析法－ガスクロマトグラフィー（DTA-GC）と書き，（以

下INAと略す）などとしない．

４．句　読　点：，．を用い，、。としない．

５．数　　　字：算用数字（アラビア数字）を用いる．千の単位にコンマを付ける．また．必要に応じてローマ数字を

　　　　　　　　用いることができ，慣用語などについては和数字を用いる．（例：一般，二酸化イオウ）

６．繰り返し符号：｢々」，「ヽ」，「ヾ」は，原則として用いない．ただし，慣用語は用いても差し支えない．（例

　　　　　　　　：徐々，各々）

７．字体の指定：文字の下に赤で次のように記す．

　　　　　　　　ゴ　シ　ッ　ク　体　�����　例：見出しなど　試薬

　　　　　　　　イ タ リ ッ ク 体　―――――　例：学名など　Papaver Somniferum L.

　　　　　　　　スモールキャピタル　�����　例：L-ascorbic acid

８．特論、総説、研究論文，ノート，資料，ステートメントの記載要領：

　8.1 記載順序：8.2～8.8の順に書く．

　8.2 題名，著者名：次の例に従い，表紙（用紙１枚全部）をこれに当てる．なお，所外の共著者の所属は著者名の右

　　　　　　　　に＊印（複数のときは＊１，＊２…）記して脚注とする．

例：医薬品の確認試験法に関する研究（第２報)

鎮痛剤のクロマトグラフィー

用賀　　衛
♯
・世田　一郎

＊1

　 ・東　　京子
＊2

　

Studies on the Identification of Drugs Ⅱ

Chromatographic Methods for the Analgesics

Mamoru Yoga♯, Ichiro Seta＊1

　  snd Kyoko Azuma＊2

　

　　　　　　　　また，著者の中の一人を，連絡者（Contact person）に指定し，著者名の右肩に♯印を記して脚注と

　　　　　　　　する．

　　　　　　　　　脚注例：♯To whom correspondence should be addressed:

　　　　　　　　　　　　　Mamoru Yoga; Kamiyoga 1-18-1, Setagaya, Tokyo

　　　　　　　　　　　　　158-8501, Japan; Tel: 03-3700-1141 ext.200;

　　　　　　　　　　　　　Fax: 03-3700-6950; E-mail: mamoru@nihs.go.jp

��
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　8.3　英文要旨：論文の内容を４００words程度で簡潔にまとめる．なお，参考のため和訳を原稿の最後に別紙として

　　　　　　　　 付ける．

　8.4　キーワード：キーワードは英語（必要に応じ，ラテン名）とし，選定数は５個以内とする．

　　　　　　　　英文要旨のあと２行あけて"keywords"の項目を付ける．固有名詞，略語を除き，小文字で記す．各キ

　　　　　　　　ーワードはカンマで区切り，続けて記載する．単語，句，略語のいずれを用いてもよい．特殊な場合

　　　　　　　　（例：tablets）を除き，単数形とする．また，冠詞はつけない．

　8.5　本　　文：新しいページから書き始める．本文のスタイルは特に規定しないが，内容の重複を避ける．図，又

　　　　　　　　は表がある場合，それらの挿入位置を本文の左側の空欄に明記する．

　8.6　引用文献：本文の引用箇所の右肩に1)，2,3)，4-6)のように記し，本文末尾に文献として引用順に出来る限り

　　　　　　　　英文で記載する．なお，和文雑誌・単行本の場合は，ローマ字書きで記載する（ローマ字書きにする

　　　　　　　　と意味が分かりづらい場合には，日本語で記載する）．雑誌名は Chemical Abstracts 及び日本化学総

　　　　　　　　覧の略記法による．雑誌名はイタリック体（日本語記載の場合を除く），巻数はゴシック体で表し，

　　　　　　　　単行本は書名を省略せず，編者名や出版地も記載する．(原則として，アルファベット，数字は，半

　　　　　　　　角にしてください．）

　　　　　　　　例：

　　　　　　　　1)  Ito, A., Suzuki, B., Tanaka, C. and Kato, D.: J. Health Sci. Review, 7, 1234-1245 (1997)

　　　　　　　　2)  a) Yamada, E. and Takahashi, F.: Health Sci. Lett., 8, 2345-2356 (1996); b) Saito, G., Kimura, H. and Inoue,

　　　　　　　　　I.: Health Science Bull., 123, 3456-67 (1995); c) Ogawa, J.: ibid., 124, 12-25 (1996)

　　　　　　　　3)  House, J. K.: "Recent Health Science," 2nd ed., eds. by Morrison, L. and Benjamin, M, Eiken Press Inc.,

　　　　　　　　　Tokyo, pp. 123-234 (1997)

　　　　　　　　4)  Eiken, T. and Kousei, K.: Eiken Zasshi, 234 456-467 (1998)

　　　　　　　　5)斎藤博幸，岩田美保，北島　文，谷本　剛，岡敏史，鎌倉浩之，川原信夫，関田節子，佐竹元吉，

　　　　　　　　　横田洋一，津野敏紀，鈴木英世，山岸恭子，白砂勝也，岩嶋　浄，松浦敬一： 医薬品研究 29，　

　　　　　　　　　725-729 (1998)

　8.7　図　　　：図（Fig.）は提出された原稿を７０％縮小して、そのまま版下に用いるので，本文とは別に各々一

つずつをＡ４用紙の上に黒で鮮明に作成する．図の作成に際しては刷り上がり一段（幅８４mm）か二

段（幅１７５mm）かを考慮し，刷り上がり一段の場合には原図幅１２０mm，二段の場合には原図幅２

５０mmに収まるようにする．

　　　　　　　　図には通し番号を付ける（Fig.1., Fig.2.,･･･）．図番号，表題，説明をまとめて別のＡ４用紙に、

原則として英語で書く（表題は大文字ではじめ最後に「．」を付けない．また，説明は本文を参照し

なくても理解できるよう詳細に記載する）．

　　　　　　　　例：Fig.1. Influence of enzyme concentration on reductive suger production

　　　　　　　　図中の文章は，原則として英語で書き、明朝タイプの書体（７０％縮小されたときにも読みやすい大

きさの文字）を使用する．図に写真（カラー写真可）を用いる場合には，鮮明なものを使用する．用

紙の裏には，論文のタイトル，著者名，図番号及び刷り上がり段数（一段又は二段）を黒鉛筆で記入

する．また，本文の左側の空欄に図の挿入位置を記入する．

　8.8　表　　　：表（Table）は，本文とは別に各々一つずつをＡ４用紙の上に作成する．表の作成に際しては刷り上

がり一段（幅８４mm）か二段（幅１７５mm）かを考慮する．表には通し番号を付ける（Table 1., 

Table 2.,･･･）．表番号，表題，説明をまとめて別のＡ４用紙に、原則として英語で書く（表題は大

文字ではじめ最後に「．」を付けない．また，説明は本文を参照しなくても理解できるよう詳細に記

載する）．

　　　　　　　　例：Table 1. Classical transgenic mice and carcinogenicity

　　　　　　　　表中の文章は，原則として英語で書き，表中の項目に関する注は項目の右肩にａ)，ｂ)，..の様に記し

て示す．

　　　　　　　　表は，図と同じように活字の版組をしないで提出原稿をそのまま掲載することも可能である．その場

合には，明朝タイプの書体（７０％縮小されたときにも読みやすい大きさの文字）を用い、刷り上が

り一段の場合には原表幅１２０mm，二段の場合には原表幅２５０mmに収まるように作成し，鮮明に書

き出したものを提出する．表の中に構造式や数式が含まれていたり表の構成が複雑な場合には，その

まま掲載できるような原稿が提出されるのが好ましい．

�

�
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�
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　　　　　　　　用紙の裏には，論文のタイトル，著者名及び刷り上がり段数（一段又は二段）を黒鉛筆で記入する（

活字の版組をしないでそのまま掲載されることを希望する場合には，その旨も書き加える）．また，

本文の左側の空欄に表の挿入位置を記入する．

９．ステートメントの執筆上の注意：投稿内容が，レギュラトリーサイエンス関連学会などで既に発表したものである

　　　　　　　　場合には，脚注に例として「本ステートメントは，日本薬学会第120回レギュラトリーサイエンス討

　　　　　　　　論会（2000.3，岐阜）にて発表した内容をまとめたものである」との説明を加える．

10．誌上発表などの記載要領：誌上発表,単行本,行政報告,学会発表については,別に定める記載要領及び例示に従う．

校　　　　　　正

初校は著者が行う．人名，化学名，数値，文献などは特に綿密に校正する．内容の追加，行数の増加は認めない．

　　平成16年４月30日

国立医薬品食品衛生研究所図書委員会
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